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2016 年 12 月 9 日 

顔の美容に関する調査結果 

 

アラガン・ジャパン株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長 マーク・ヴァンデルハイデン）は、

顔の美容に関する調査を行いました。本調査は、20-60 代女性を対象に、全国/インターネットリサーチ

にて 2016 年 11 月 4 日～11 月 7 日に実施したもので、スクリーニングとして 10,000 人（人口構成比年

齢分布による）、本調査として、美容クリニックまたはエステでの治療・施術の経験がある人または意向

がある人 1,035 人（各年代 207 名）から調査結果を得ました。 

以下の通り、本調査結果の概要をお伝えします。 

 

1. 現在、7 割以上の女性が「美容に関する悩み」を持っており、中でもお顔や肌に関する悩みを持つ

女性は 6 割以上*とされます。 
(* 以下の SQ2 で「お肌に関するお悩み」または「お顔に関するお悩み」の両方またはいずれかを回答した人数) 
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2. お顔や肌に関する悩みを持つ女性のうち、7 人に 1 人は美容クリニックでの治療経験があるとされ、

美容医療の経験がない方でも約 6 割の女性が「是非受けてみたい／興味はある」と答えています。 

 

3. 美容に悩みのある女性達が、「最高に美しくありたい」と思う時として、「久しぶりの友人と会う時 (60%) 」、

「記念写真を撮影する時 (50%) 」等を挙げており、記憶・記録に残る場面でより美容への意識が 

高まることが示唆されます。 
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4. 一方、顔の骨量も年齢とともに減少し、筋肉や骨格の後退が頬（ほお）・顎（あご）・こめかみの 

ボリューム減少につながり、そのことがしわ・たるみの原因となっていることはあまり知られていません。 

 
 

5. お顔のボリューム減少を改善するヒアルロン酸注入治療については、77%が「興味がある」と回答し

ており高い関心度がうかがわれる一方で、その内 49%は「興味はあるが、治療をするのは抵抗が

ある」とも答えており、美容医療／ヒアルロン酸注入治療に関しての情報がまだ不十分であり、 

正しい情報と知識を備えて美容医療を受けることが求められています。 
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6. 本調査では、美容医療に使用される医薬品・医療機器についても聞いています。美容医療での治療

には厚生労働省によって製造販売承認を受けているものと、国内では未承認で海外から輸入された

ものがあることを知っていた人は 18%にとどまり、美容クリニックで治療を受ける場合、どちらの製品を

より好むかという問いに対しては、99%の方が日本で厚生労働省に承認されたものがよい、と回答しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本資料に関するお問い合わせ先＞  

アラガン・ジャパン株式会社 広報部  TEL: 03‐6409‐5001（代表）  E‐mail : pr_japan@allergan.com 


